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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
市
政
運
営
に
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

り
、
福
岡
県
内
も
甚
大
な
被
害
が
出
て

お
り
ま
す
。
本
市
は
毎
年
危
険
個
所
の

整
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
被

害
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
改
め
て
市
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
「
防
災
対
策
の
強
化
」
の
必

要
性
を
痛
感
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線

を
市
内
全
域
に
整
備
拡
充
す
る
な
ど
市

の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
の
経
済
情
勢
は
減
速
し

て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
景
気
回
復

の
先
行
が
見
え
な
い
状
況
下
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
山
中
教
授
が

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ

れ
、
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
の
活
躍
は
、
こ
の
日
本
に
明
る

い
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
自
主
自
立
で
き
る
持
続
可

能
な
自
治
の
基
盤
・
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、「
自
立
」「
協
働
」「
効
率
」

の
視
点
に
基
づ
き
、
行
財
政
の
効
率
化
・

健
全
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
世
界
に
類
を
み

な
い
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る

地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
図
書
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
始
め
市
民
の
皆
様
が

快
適
に
ご
利
用
し
や
す
い
施
設
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
乳
幼
児
・

児
童
の
医
療
費
公
費
負
担
を
拡
充
し
、
全

て
の
小
学
校
に
学
童
保
育
所
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
学
校
教
育
で
は
、
校
舎
や
体
育
館
の

耐
震
化
工
事
を
引
き
続
き
行
う
な
ど
市

民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
た
め
の
事
業

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
ジ
ョ
イ

パ
ル
な
か
ま
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
口

芝
の
改
修
な
ど
社
会
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
に
「
中

間
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
元
気
な
風
が

ふ
く
ま
ち
　
な
か
ま
」
の
将
来
都
市
像
の

実
現
を
目
指
し
、
お
子
様
か
ら
高
齢
者
の

市
民
の
皆
様
が
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
愛

の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
輝

き
希
望
に
あ
ふ
れ
る
、
健
康
で
幸
せ
な

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中間市長

松下俊男

元気な風がふくまちをめざす

平成 25 年初春

新年のごあいさつ

昨年中は、市政推進にあたり、多大なるご協力を
いただきましたことに、心より感謝申し上げます。
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平成 24 年を振り返る

PICK UP 写真で見る
中間市の事業

平成 24 年も中間市はさまざまな事業を展開してきました。
主な事業を写真とともに振り返ります。

中間市営野球場は、
建設から 30 年以上
が経過し老朽化が
進んでいたため、独
立行政法人日本ス
ポーツ振興センター
のスポーツ振興くじ
の助成金の交付を
受けて、大規模な
改修を行い３月 30
日に完成しました。

開館 25 年を経過
した市民図書館を
改修し、６月にリ
ニューアルオープ
ンしました。休憩
コーナーやおはな
しのへや、視聴覚
コーナー、学習ス
ペースなどを設置
し、さらに利用し
やすくなりました。

入院・通院とも小
学校３年生までの
乳幼児・児童医療
費公費負担の対象
を、 平 成 24 年 ７
月から、入院分を
中学３年生までに
拡大しました。こ
れにより子育て支
援の充実を図りま
した。

８月 25 日、中間唐
戸完成 250 年を迎
えるにあたり、全
国の「堀川」が存
在する市町村が集
う「堀川サミット」
をなかまハーモニ
ーホールで開催し、
故郷の歴史・文化
を通じた地域振興
を推進しました。

東日本大震災など
近年多発している
未曾有の災害を教
訓とし、災害に強
いまちづくりを推進
し、安全に対する
市民の願いを実現
するため、４月１日
から「中間市安全・
安心まちづくり条
例」を施行しました。

市内の特産品を集
め 12 月９日に「地
域ブランドフェア」
を実 施しました。
中間オリジナル商
品のブランド力向
上および販路拡大
を行うことで、今
まで以上に産業振
興施策を推進しま
した。

中間市営野球場の改修工事 市民図書館リニューアルオープン

中間市安全・安心まちづくり条例 乳幼児・児童医療費支給対象者を拡大

地域ブランドフェア 中間市文化遺産活性化事業
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好評につき、今年もクロスワードパズルの出題です。今年の問題は、例年と比べてやさしめ。
お正月明けの頭の体操として気軽に参加してくださいね。抽選ですてきな賞品をプレゼントします。

遊びかた

ヨ
コ
の
カ
ギ

1
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表すと、それに見合った素敵な人と出会えると思う。 表すと、それに見合った素敵な人と出会えると思う。 表すと、それに見合った素敵な人と出会えると思う。 

B

F

6

クロスワードパズルで
すてきな賞品を５人にプレゼント

むずかしさ ★ ☆ ☆

①
わ
れ
も
の
の
と
り
○
○
○
○

に
注
意

⑤
紙
と
は
さ
み
だ
け
を
使
っ
て

描
く
絵

⑦
童
話
作
家
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が

書
い
た
物
語
に
出
て
く
る
、

と
て
も
小
さ
な
お
姫
様

⑪
毒
蛇
な
ど
の
、
毒
液
を
出
す

牙（
き
ば
）

⑬
芳
香
を
放
つ
花
び
ら
や
薬
草

で
作
っ
た
、
香
り
を
楽
し
ん

だ
り
、肌
に
塗
っ
た
り
し
て
、

健
康
や
美
容
に
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
○
○

○
オ
イ
ル
と
い
う

⑮
地
球
を
包
ん
で
い
る
目
に
見

え
な
い
気
体

⑯
先
月
→
今
月
→
○
○
○
○

⑲
髪
の
毛
を
す
い
た
り
、
整
え

た
り
す
る
道
具

㉑
小
麦
粉
・
そ
ば
粉
な
ど
を
水

で
溶
い
て
練
り
、
薄
く
の
ば

し
た
皮
で
小
豆
、
野
菜
な
ど

で
作
っ
た
あ
ん
を
包
み
、
直

径
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
円
形
に
焼
い
た
食
べ
物

㉒
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
○
○

㉔
志
を
変
え
ず
、
か
た
く
守
る

こ
と

㉕
車
や
機
械
な
ど
を
、長
い
期
間
、

使
用
料
を
取
っ
て
貸
す
こ
と

㉖
笑
う
門
に
は
福
○
○
○

㉘
平
成
24
年
６
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
、
中
間

市
民
○
○
○
館

㉚
雪
や
氷
の
上
を
す
べ
ら
せ

て
、
人
や
物
を
運
ぶ
道
具

㉛
リ
ズ
ム
や
メ
ロ
デ
ィ
を
も
つ

言
葉
。
声
で
奏
で
る
音
楽

㉝
人
工
的
に
掘
っ
て
作
っ
た

川
。
中
間
市
で
は
、
昨
年
８

月
に「
○
○
○
○
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
た

㉟
た
こ
の
足
は
８
本
、
○
○
の

足
は
10
本

㊲
米
の
な
る
植
物

㊴
家
の
外
で
、
暖
ま
る
た
め
に

た
く
火
。
焼
き
い
も
を
焼
く

と
お
い
し
い

㊵
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ン

ネ
ル
や
ド
ー
ム
が
き
れ
い
な

○
○
○
○
通
り
。
○
○
○
○

イ
ル
ミ
は
今
年
で
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た

　下の質問に答えて、パズルの白
いマスを埋めていきます。 
 それぞれの白いマスにはカタカ
ナが 1 字ずつはいります。
※小さい文字 ( ャ、ュ、ョ、ッ な
ど ) は１文字と数えます。 
　マスの中に記されているＡ～Ｆ
を、左ページの　　 の枠に順番
に並べると質問があらわれます。
その質問に答えてください。

質問
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タ
テ
の
カ
ギ

中間市の公式 は？A B C D E F

①
好
き
で
、
よ
く
読
ん
で
い
る

本
の
こ
と

②
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
相
手
に

対
し
て
無
理
が
言
え
る
こ
と

③
き
ら
う
様
子
。
い
い
え

④
多
く
、
大
人
の
男
性
が
会
社

に
着
て
い
く
服
。
ス
ー
ツ

⑤
肌
の
○
○
が
細
か
い

⑥
今
年
は
巳
年
で
す

⑧
「
入
浴
」
の
古
い
言
い
方

⑩
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
の
境
に

あ
る
○
○
○
○
山
脈
。
世
界

一
高
い
エ
ベ
レ
ス
ト
山
が
あ
る

⑫
食
べ
物
を
か
ん
で
飲
み
込
む

こ
と
。「
食
べ
る
」
よ
り
ぞ

ん
ざ
い
な
言
い
方

⑭
光
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
。

○
○
ふ
み

⑰
生
き
て
い
る
人
間
の
霊
魂
が

体
外
に
出
て
自
由
に
動
き
回

る
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

⑱
英
語
で
「
ひ
ね
る
」「
よ
り

あ
わ
せ
る
」
と
い
う
意
味

⑳
す
り
傷
が
お
風
呂
の
お
湯
で

○
○
○

㉑
広
島
県
宮
島
に
あ
る
海
上
に

立
つ
○
○
○
○
○
は
観
光
名

所
と
し
て
人
気
だ

㉓
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
四
つ
の

季
節

㉗
本
場
イ
タ
リ
ア
で
の
パ
ス
タ
の

○
○
○
○
は
、
ス
プ
ー
ン
を

使
わ
ず
フ
ォ
ー
ク
だ
け
で
パ
ス

タ
を
巻
き
と
り
口
に
運
ぶ
、
と

い
う
も
の
だ

㉙
子
ど
も
の
た
め
の
、
絵
を
主

に
し
て
か
か
れ
た
本

㉜
高
い
低
い
が
な
い
様
子
。
で

こ
ぼ
こ
し
て
い
な
い
様
子

㉞
胸
の
両
側
で
、
肩
と
腕
の
下

の
と
こ
ろ

㊱
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

部
屋
に
つ
り
下
げ
る
お
お
い

㊳
根
元
は
白
く
、
葉
は
緑
色
で

つ
つ
に
な
っ
て
い
る
植
物
。

鍋
物
に
入
れ
る
と
お
い
し
い

　はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号、クロスワードの質問
の　　　、広報なかまに対するご意見ご感想を記入し、応募して
ください。たくさんのご応募をお待ちしています。
● 締　　切　１月 28 日月・当日消印有効
● 賞　　品　中間銘菓詰め合わせセット…５名様
● 応募・問合先　総務課広報広聴係
　（〒 809 ‐ 8501 中間市中間一丁目１‐１）
　☎（２４６）６２７１

　今年は巳年、すなわら蛇年です。蛇
は、十二支のなかの唯一のは虫類です。
　脚部の退化・消失してしまった細長
いからだがＳ字型を書くようにくねく
ねと動く様子は、蛇独特のものです。
　あの細いからだで、内臓はどうなって
いるのだろう？ご心配には及びません。
内臓も身体に合わせて細く伸びている
ほか、腎臓など本来は左右にあるもの
が、前後におさまっているそうです。

　蛇は、古来、恐れられ排斥される一
方で、崇拝と畏敬の対象でもありまし
た。日本では、神のお使い、あるいは
神そのものと思われていた様子が、古
典や伝説、昔話に多くみられます。

　蛇は集団をつくらないといわれます。
アリなどのような社会組織や集団生活
の例は、まったく知られていないという
ことです。いつも孤独な生活をしている
ため、異性と出会う機会がたいへん少
ないということです。ちょっとさびしい
話ですね。

　ところで、蛇は、生きている間ずっ
と成長し続けます。発
育にともなって、古い
皮は３か月に一度定期
的に脱ぎ捨てられ、新
しいものと取り換えら
れます。すなわち脱皮
ですね。今年こそは新
しい試みをと、脱皮を
心がけておられる方、
うまくいくといいですね。

巳年にまつわるいろいろ

十二支中唯一のは虫類

崇拝と畏敬の対象

完全個別主義のへび

成長し続けるへび
Present!

プレゼント応募方法

答え

答え

質問

賞品提供：砂山農産加工組合、田中佳明さん、
なごみ工房、パン工房向日葵、フ
ランス菓子ミュゲ
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中間市からのお知らせ ity newsC

●
事
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

原
案　
「
中
間
都
市
計
画
道

路
の
変
更（
福
岡
県
決
定
）」

○
３・
４・
１
犬
王
古
月
線

○
３・
４・５
塘
ノ
内
砂
山
線

○
３・６
・
18
中
間
水
巻
線

●
閲
覧
期
間　
１
月
11
日
金
～

　

25
日
金（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

●
閲
覧
場
所

○
中
間
市
都
市
整
備
課

○
福
岡
県
都
市
計
画
課

○
水
巻
町
都
市
計
画
係

●
閲
覧
時
間　
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

※
福
岡
県
都
市
計
画
課
は
５
時

45
分
ま
で
。

　

公
聴
会

　

こ
れ
ら
の
原
案
に
対
し
、
市

民
の
み
な
さ
ん
や
、
そ
の
ほ
か

利
害
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
場

と
し
て
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。
公
述（
公
聴
会
で
意
見
を

述
べ
る
こ
と
）希
望
者
は
、
１

月
25
日
金（
必
着
）ま
で
に
「
公

述
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
公
述
申
出
者
多

数
の
場
合
は
選
定
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
公
述
の
申
し
出

が
な
い
場
合
、
公
聴
会
は
開
催

し
ま
せ
ん

●
開
催
日　
２
月
１
日
金
・

　
午
後
７
時
～
９
時（
予
定
）

●
開
催
場
所　
中
央
公
民
館

中間市都市計画の変更の原案をお見せします
●問合先　都市整備課　☎（２４６）６２６１

　

応
募
者
は
、
臨
時
職
員
採
用

候
補
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、
業

務
の
状
況
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
登
録
後
す
ぐ
に

採
用
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん（
採
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事

項
に
該
当
し
な
い
人
、
平
成

25
年
度
に
在
学
中
で
な
い
人

●
職

種　
一
般
事
務
補
助
、

保
育
士
、看
護
師
、看
護
助
手
、

給
食
調
理
補
助
員
、
作
業
員

●
勤
務
時
間
・
賃
金　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
・

日
額
６
、２
０
０
円（
一
般
事

務
補
助
の
場
合
）

※
職
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　
１
月
15
日
火
～

25
日
金

●
申
込
方
法　
必
ず
本
人
が
写

真
貼
付
の
市
販
の
履
歴
書
を

お
持
ち
の
う
え
、
総
務
課
人

事
給
与
係
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
免
許
・
資
格
が
必
要
な

職
種
は
申
込
時
に
そ
の
写
し

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

平
成
24
年
度
に
す
で
に
登
録

し
て
い
る
人
で
平
成
25
年
度

も
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

改
め
て
登
録
が
必
要
で
す

中間市臨時職員を募集します
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

市民が主役の地域づくりはここからスタート ～西校区まちづくり協議会市民体験型研修～
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

　

12
月
10
日
、
池
田
町
公
民
館

で
「
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
第
１
回
市
民
体
験
型
研
修

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
校
区
で
は
、
来
年
度
の
校

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修

で
は
あ
ら
か
じ
め
地
域
の
課
題

を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め
の

地
域
計
画
を
考
え
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
み
ん
な
で
語
ら
い

楽
し
み
な
が
ら
議
論
を
深
め
て

い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う

手
法
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
西
校
区
の
各
自
治

会
な
ど
か
ら
出
席
し
た
40
人
が

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ご
当
地

ク
イ
ズ
で
肩
慣
ら
し
。
長
年
地

元
で
暮
ら
し
て
い
て
も
知
っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
出
題
に

「
惜
し
い
」「
正
解
だ
」
と
白
熱
。

　

講
師
の
十と

と
き時
裕
さ
ん
は
、
自

身
も
福
岡
市
内
で
自
治
会
長
を

務
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
専

門
家
で
、
県
内
外
の
市
町
村
で

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
立

ち
上
げ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

実
体
験
に
即
し
た
事
例
紹
介

や
ゲ
ー
ム
形
式
を
交
え
て
行
う

研
修
内
容
に
、
み
な
さ
ん
も
地

域
の
魅
力
や
問
題
点
な
ど
を
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、
思
い
思
い
の
言
葉
で
語

っ
て
い
ま
し
た
。
次
回
研
修
は
、

１
月
19
日
の
「
ま
ち
歩
き
体
験
」

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は

市
民
が
主
役
で
す
。
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
も
新
し
い
視
点
や
効

率
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
て
、
従
来
の
自
治
会
の
枠

で
は
で
き
な
い
活
動
は
、
小
学

校
区
単
位
で
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

西
校
区
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

順
次
、
ほ
か
の
校
区
で
も
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
す

る
予
定
で
す
。
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福
岡
県
子
育
て
女
性
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
は
家
庭

の
中
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
や
っ
ぱ
り
外
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
女
性
を
応
援
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

企
業
の
ニ
ー
ズ
や
あ
な
た
の

魅
力
を
探
り
、「
う
ち
に
ほ
し

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
人
を
め
ざ
す
実
践
的
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。
就
職
相
談
と
あ
っ
せ

ん
登
録
会

も
行
い
ま

す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ

さ
い
。

●
日

時　

２
月
６
日
水
・

午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
対
象
・
定
員　
働
き
た
い
女

性
・
30
人

●
内

容　
「
就
職
の
た
め

の
面
接
対
策
」
企
業
ニ
ー
ズ

と
あ
な
た
の
魅
力

●
講

師　
長
田
祐
三
子
さ

ん（
株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｒ
チ
ー

フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
１
月
25
日
金

※
定
員
10
人
程
度
で
託
児
が
有

り
ま
す
。

●
申
込
先　
人
権
男
女
共
同

参
画
課

中間・遠賀地域子育て女性就職支援セミナー
●問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１

おとなの寺子屋で学んでみませんか
●問合先　中間市ボランティアセンター　☎（２４６）２１８４

　

今
年
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識

や
技
術
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
の
み
な
さ
ん
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
緒

に
作
品
作
り
の
体
験
を
し
た

り
、
指
導
を
受
け
た
り
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
場

所　
中
間
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ピ
ネ

ス
な
か
ま
内
）

●
対
象
・
定
員　
成
人
・
各
15

人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
受
講
決
定
の
可
否
は
後
日
は

が
き
で
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、

　

電
話
番
号
、
参
加
希
望
項
目

を
記
入
の
う
え
、
は
が
き
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

日
曜
日
、
月
曜
日
は
休
館
。

●
申
込
締
切　
１
月
31
日
木
・

　
必
着

●
申
込
先　
中
間
市
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
809
‐

０
０
１
８
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

　
ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
３
２

日時 講座名 講師

○２月５日火、19日火
　午後１時30分～２時30分

太極拳
※動きやすい服装で参加
してください。

竹原冨士隆さん

○２月６日水
　午前10時～正午

編物（ルームシューズ）
※毛糸１玉程度と毛糸に
合わせたかぎ針が必要。

谷口テル子さん

○２月９日土
　午前10時～正午

フレール・クレール
（寒冷紗で作るコサージュ・２個）
※材料費600円が必要。

吉田久枝さん

○２月13日水
　午前９時30分～午後１時

料理
（ひなまつりメニュー）
※材料費1,000円が必要。

食生活改善推進会緑の会
八木英子さん

○２月15日金、22日金
　午前10時～正午

一貫張り
（竹カゴに和紙を貼る器作り）
※材料費800円が必要。

中島敬子さん

■講座一覧

●
対

象

○
新
規
登
録
…
福
岡
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
資
格
取
得
者
、
ま
た
は
中
間

市
以
外
で
登
録
し
て
い
る
人

○
更
新
登
録
…
事
前
に
更
新
講

習
会
を
受
講
し
た
人
で
、
中

間
市
で
の
登
録
期
限
が
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
人

●
受
付
期
間　
１
月
28
日
月
～

２
月
８
日
金（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）

●
申
請
書
の
配
布　
１
月
15
日

火
か
ら
下
水
道
課
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
中
間
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.city.nakama.lg.jp/
kurashi/sekatsu/suido/gesuidou/
shinseisyo.html

●
申
請
書
類

○
責
任
技
術
者
登
録
申
請
書

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

○
写
真
２
枚（
縦
3.6
㎝
×
横
2.4
㎝
）

○
新
規
登
録
者
の
場
合
は
責
任

技
術
者
試
験
合
格
証
の
写

し
、
更
新
登
録
者
の
場
合
は

責
任
技
術
者
証
と
更
新
講
習

受
講
修
了
証

●
申
請
手
数
料

○
新
規
…
２
、０
０
０
円

○
更
新
…
１
、０
０
０
円

●
申
込
先　
下
水
道
課

排水設備工事責任技術者の登録申請
●問合先　下水道課　☎（２４６）６２５６
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貯
筋
ア
ッ
プ
教
室

　

転
倒
し
に
く
い
か
ら
だ
を
つ
く

り
、
介
護
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

興
味
が
あ
る
人
は
、
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
２
月
12
日
火
・
午

後
２
時
～
３
時
30
分（
受
付
は

１
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　
65
歳
以
上
の
人

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を

受
け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
内

容　
主
に
柔
軟
体
操
や

チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

●
講

師　
田
村
香
代
子
さ
ん

　
（
健
康
運
動
指
導
士
）　

●
定

員　
25
人（
先
着
順
）

※
１
月
15
日
火
か
ら
受
付
開
始
。

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
水
筒（
必

要
な
人
）、
健
康
手
帳

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
食
事
で
防
ぐ
生
活
習
慣
病
」

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
、
改
善
す

る
た
め
の
食
事
の
と
り
方
を
病
気

と
の
関
連
を
含
め
て
学
ぶ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

調
理
実
習
に
参
加
し
、
実
践
力

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
・
テ
ー
マ　
２
月
21
日
木
・

「
食
事
で
防
ぐ
高
血
圧
症
」

●
時

間　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時（
受
付
は
９
時
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習

●
参
加
料　
400
円（
食
材
料
費
）

●
定

員　
30
人（
先
着
順
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具
、
電
卓
、
お
持
ち
の

人
は
食
品
成
分
表
、
健
康
手
帳

●
申
込
方
法　
２
月
14
日
木
ま
で

に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

※
受
講
取
り
消
し
の
連
絡
は
、
申

込
締
切
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
申
込
締
切
日
以
降
に
受
講
を

取
り
消
す
場
合
、
当
日
欠
席
の
場

合
は
参
加
料
400
円
を
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

（
運
動
編
）

　
高
さ
20
㎝
の
ス
テ
ッ
プ
台
を
利
用

し
た
運
動
で
す
。
筋
力
を
つ
け
脂
肪

を
燃
焼
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
は
じ
め
て
の
ス
テ

ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

●
日

時　

２
月
６
日
水
・
午

後
１
時
30
分
～
３
時（
受
付
は

１
時
～
）　

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
中
間
市
民
で
64
歳

ま
で
の
人

※
治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
運
動

制
限
指
示
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

が
条
件
で
す
。

●
講

師　
佐
々
木
芙
美
さ
ん

　
（
北
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連

絡
会
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
室
内
シ
ュ

ー
ズ
、
健
康
手
帳
、
飲
み
も
の

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
定

員　
14
人（
先
着
順
）

※
１
月
15
日
火
か
ら
受
付
開
始
。

　

い
ず
れ
も

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
際
は
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
、

希
望
の
講
座
名
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター☎（２４６）１６１１

あなたの健康づくりのために

Health
Care

①�さばは1切れを2つに切り、塩を振って10分ほどおく
②�さばの水けをふき、小麦粉をつけて、
180℃の油でカリッと揚げる
③�大根はおろしてザルにのせ、自然に水けを切る
④小ねぎは小口切りにする
⑤�鍋にしょうゆ、みりん、だしを入れて煮立
てる。さばを入れてひと煮立ちしたら、大
根おろしをさばの上にひろげ、火を止める
⑥器にさばを汁ごと盛り、小ねぎをのせる

さばのおろし煮

さば…４切れ（240㌘）、
塩…小さじ１／３、小麦
粉・揚げ油…適量、大根
…300㌘、小ねぎ…２本、
こい口しょうゆ…大さじ
２、みりん…大さじ２、だ
し…３／４カップ

材料（４人分） 作り方

エネルギー：202㎉
食塩：1.9ℊ
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

平成24年度のもえるごみ搬入量は、対23年度比５％の減量
を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力をお
願いします。

もえるごみ搬入量状況

消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

２か月ごとに
消火器を買わされた

24 年度 23 年度 差
（24 年度－ 23 年度） 減量率

11 月 894,800㎏ 961,230㎏ △ 66,430㎏ 6.9％

累計 7,818,410㎏ 7,952,990㎏ △ 134,580㎏ 1.7％

特
定
外
来
生
物

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

　

福
岡
県
で
は
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
は
平
成
19
年
に
福
岡
市
内
で
初

め
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
一
部

の
地
域
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
基
本
的
に

攻
撃
的
な
ク
モ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
素
手
で
触
る
、
巣
に
触
れ
る

な
ど
す
る
と
咬か

ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
特
徴

　

メ
ス
の
体
長
は
、
約
0.7
～
１
㎝

で
、
全
体
が

黒
色
で
腹
部

の
背
面
と
腹

面
に
赤
色
の

模
様
が
あ
り

ま
す
。
オ
ス

の
体
長
は
、

0.4
～
0.5 ㎝
で
、

腹
部
の
背
面

は
灰
白
色
を

し
て
い
ま
す
。

■
生
息
場
所

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
次
の
よ

う
な
場
所
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
排
水
溝
の
側
溝
の
ふ
た
の
裏

○
公
園
内
ベ
ン
チ
の
裏
面
や
遊
具

の
底
面

○
プ
ラ
ン
タ
ー
の
縁　

○
屋
外
に
お
い
て
あ
る
サ
ン
ダ
ル

や
靴

■
咬
ま
れ
た
と
き
の
症
状

　

針
で
刺
さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
が

あ
り
、
や
が
て
傷
口
周
辺
が
腫
れ
て

赤
く
な
り
、
痛
み
も
広
が
り
ま
す
。

　

ま
れ
に
悪
化
す
る
と
、
激
し
い

筋
肉
痛
や
け
い
れ
ん
、
吐
き
気
な

ど
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　

通
常
は
数
日
で
回
復
す
る
例
が

多
く
、
重
症
に
な
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
児
や
高

齢
者
、
循
環
器
系
に
疾
患
が
あ
る

人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
咬
ま
れ
た
と
き
の
処
置

○
咬
ま
れ
た
部
位
を
、
温
水
や
石

け
ん
水
で
洗
い
落
と
し
て
く
だ

さ
い
。
痛
み
は
氷
な
ど
で
冷
や

す
と
和
ら
ぎ
ま
す
。

○
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
に
行
っ

て
、
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
診
の
際
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

よ
り
適
切
な
治
療
の
た
め
、
殺

虫
剤
な
ど
で
駆
除
し
た
ク
モ
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
発
見
し
た
と
き
は

　

中
間
市
で
は
、
現
在
発
見
例
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
発
見
し
た

場
合
は
絶
対
に
素
手
で
捕
ま
え
た

り
、
さ
わ
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ク
モ
自
体
は
市
販
の
家
庭

用
殺
虫
剤
で
駆
除
で
き
ま
す
の

で
、
発
見
や
駆
除
な
ど
を
し
た
場

合
は
環
境
保
全
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.pref.fukuoka.lg.

　

jp/c02/seakagokegum
o.htm

l

■
相
談
事
例

　

あ
る
日
、
男
性
が
突
然
訪
問

し
て
き
た
。
自
分
は
聴
覚
障
が

い
が
あ
る
た
め
筆
談
な
ど
で
会

話
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
男
性

は
消
火
器
の
交
換
に
来
た
業
者

で
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
亡
く
な

っ
た
夫
が
以
前
買
っ
た
消
火
器

の
交
換
だ
ろ
う
と
思
い
、
２
万

円
ほ
ど
支
払
っ
て
交
換
し
て
も

ら
っ
た
。

　

す
る
と
２
か
月
後
に
ま
た
同

じ
男
性
が
「
消
火
器
の
取
り
換

え
時
期
だ
」
と
訪
ね
て
き
た
の

で
、
２
万
円
支
払
っ
て
取
り
換

え
た
。
そ
の
後
も
２
か
月
お
き

に
計
４
回
訪
問
を
受
け
て
消
火

器
を
交
換
し
、
８
万
円
以
上
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
ん
な
に
頻
繁
に
消
火
器
を

取
り
換
え
る
の
は
、
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
。
返
金
し
て
ほ

し
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

消
火
器
の
訪
問
販
売
に
関
す

る
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

事
例
の
ほ
か
に
、「
こ
の
消
火
器

は
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
」

「
消
火
器
は
１
年
に
１
回
交
換

す
る
義
務
が
あ
る
」
な
ど
と
事

実
と
異
な
る
こ
と
を
言
っ
て
購

入
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

消
火
器
に
は
使
用
期
限
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。「
交
換
」
な
ど

と
言
わ
れ
た
場
合
は
、
ま
ず
表

示
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
の
住
宅
に
消
火
器
の
設

置
義
務
や
交
換
頻
度
な
ど
に
関

す
る
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

設
置
や
交
換
の
判
断
は
、
自
分

で
よ
く
考
え
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
不
審
な
点
な
ど
が
あ

る
と
き
は
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、

断
り
ま
し
ょ
う
。
心
配
な
と
き

は
、
消
防
署
や
消
費
生
活
相
談

窓
口
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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今月のテーマ

よくわかる
医療講座

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

64
No

中間市立病院☎（２４５）０９８１

Nakama
Culture

市民図書館だより
Books

☎（２４５）４６６４

市民図書館は、毎月新しい本をそろえて
います。市民図書館に来れば、運命的な
本との出会いがあるかもしれませんよ。

●日 時　１月19日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　ほっとブックなかま

おはなし会を開催Funevent

今月の新刊紹介Newarrivals

インフルエンザ

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
38
℃

以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
突
然

現
れ
ま
す
。
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、

咳せ
き

な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。

流
行
期
は
11
～
４
月
頃
、
潜
伏
期

は
１
～
５
日（
平
均
３
日
間
）で
す
。

通
常
、
症
状
は
約
１
週
間
で
軽
快

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
高

齢
者
で
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
重
症

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

●
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
は
感
染
後
に
発
病
す

る
可
能
性
を
減
ら
し
、
か
か
っ

た
場
合
に
は
重
症
化
防
止
に
有

効
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
必
ず
発
病
予
防
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経
路

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
主
に
咳
や
く

し
ゃ
み
の
際
に
口
か
ら
発
生
さ
れ

る
小
さ
な
水
滴（
飛
沫
）に
よ
っ
て

感
染
し
ま
す
。
普
段
か
ら
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は

①
咳
や
く
し
ゃ
み
を
周
り
の
人
に

向
け
て
発
し
な
い

②
咳
が
出
る
と
き
は
で
き
る
だ
け

マ
ス
ク
を
す
る

③
手
の
ひ
ら
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受

け
止
め
た
時
は
す
ぐ
に
手
を
洗
う

●
外
出
後
の
手
洗
い
な
ど

　

流
水
・
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
は

手
指
に
つ
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す

る
た
め
に
有
効
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
製
剤
も
効
果
が
あ
り
ま
す

●
適
度
な
湿
度
の
保
持

　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
喉の

ど

の

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す

い
た
め
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
適
切
な
湿
度（
50
～
60
％
）を

保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す

●
人
混
み
な
ど
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
特
に
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、
妊
婦
、
疲
労

気
味
、
睡
眠
不
足
の
人
は
、
人

混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
外

出
す
る
場
合
に
は
、
あ
る
程
度

の
飛
沫
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
不
織
布（
ふ
し
ょ
く
ふ
）製
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
は
ひ
と

つ
の
防
御
策
と
考
え
ら
れ
ま
す

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

　

具
合
が
悪
け
れ
ば
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
服

用
を
発
症
か
ら
48
時
間
以
内
に
開

始
す
る
と
、
発
熱
期
間
は
通
常
1

～
2
日
間
短
縮
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス

排
出
量
も
減
少
し
ま
す
。
自
宅
で

は
安
静
に
し
て
水
分
を
補
給
し
睡

眠
、
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

中間市立病院内科

田中 健一医師

アレクサンダとぜんまいねずみ
レオレオニ・作　谷川俊太郎・訳
ねずみのアレクサンダは、みんなにち
やほやされる、おもちゃのぜんまいね
ずみのウイリーがうらやましい。自分を
ぜんまいねずみに変えてもらおうと、魔
法のとかげに会いに行くが…。思いやり
と友情を伝える、心温まる大型絵本。

旅猫リポート
有川浩・著
「さあ、行こう。これは僕らの最
後の旅だ」秘密を抱いた青年と１
匹の相棒が見る美しい景色、出会
う懐かしい人々。その旅の行方は
…。現代最強のストーリーテラー
による、青年と猫のロードノベル。
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

～気軽に利用してください～

　
私
は
、「
人
権
」
の
意
味
が
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
国
語
辞

典
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
人
間

が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
持
っ
て
い

る
、
自
由
・
平
等
・
生
存
な
ど
人

間
と
し
て
の
権
利
。
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。
人
権
と
い
う
の
は
み
ん

な
平
等
と
書
い
て
あ
る
け
ど
私
は
、

ち
ょ
っ
と
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。
理

由
は
日
本
は
毎
日
ち
ゃ
ん
と
ご
飯

を
食
べ
ら
れ
る
国
だ
け
ど
中
に
は
、

毎
日
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
ず
、
安
心

し
て
住
む
家
も
な
い
の
に
平
等
と

言
え
る
の
か
ふ
し
ぎ
に
思
い
ま
し

た
。
平
等
の
意
味
は
差
別
が
な
く
、

み
ん
な
が
等
し
い
こ
と
で
す
。
な
の

に
本
当
に
平
等
と
い
え
る
の
か
。
で

も
、「
生
存
」
で
理
由
が
分
か
り
ま

し
た
。
み
ん
な
生
き
て
い
る
。
だ
か

ら
そ
の
人
に
も
人
権
が
あ
る
。
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
い

う
本
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
本
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
み
ん
な
に
余
計

者
あ
つ
か
い
さ
れ
、
差
別
さ
れ
最

後
は
一
人
さ
び
し
く
死
ん
で
行
っ
た

話
で
す
。
私
は
こ
の
話
を
読
ん
で
と

て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
人

権
を
持
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
差
別
を

受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
悲
し

く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
お
ば

あ
さ
ん
は
自
分
が
余
計
者
あ
つ
か

い
さ
れ
て
い
る
の
に
孫
や
子
ど
も
の

心
配
ば
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
感

動
し
ま
し
た
。
私
だ
っ
た
ら
そ
ん
な

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
と
て
も

か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
理

由
は
だ
れ
に
も
う
や
ま
っ
て
も
ら
え

ず
一
人
で
さ
み
し
く
死
ん
で
い
っ
た

か
ら
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ
か

ら
ず
っ
と
家
族
や
親
せ
き
な
ど
で
一

人
で
死
ぬ
人
が
い
な
い
と
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
人
権
の
こ
と
が

よ
く
分
か
っ
た
し
、「
お
ば
あ
さ
ん
」

の
本
を
読
ん
で
絶
対
に
、
い
じ
め

や
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
は
、

今
ま
で
、
恐
く
て
で
き
な
か
っ
た
け

ど
、
こ
れ
か
ら
は
い
じ
め
て
い
る
人

に
「
や
め
り
」
と
い
え
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
っ
と
人
権
の
こ
と
を

く
わ
し
く
知
り
生
活
に
役
立
て
た

い
で
す
。

私たちが感じた人権問題
「人権って何だろう？」

玉谷　瞳希さん
（中間南小学校６年）
平成 24 年度小・中学校人権作文から

人権標語

だれだって　命のおもさは　かわらない
 　　中間小学校６年 林田　理菜さん

ひとことで　ひとの心を　きずつける
 　中間北小学校６年 占部　梨緒さん

咲く笑顔　種をまくのは　君と僕
 　　中間東中学校１年 江平　芽生さん

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

｢

い
じ
め
問
題｣

「
差
別
問
題
」

な
ど
の
相
談
に
、
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
る
特
設
人
権
相
談
所

を
毎
月
１
回
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期

日　

毎
月
第
２
水

曜
日

●
時

間　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

※
２
月
の
相
談
日
は
13
日
。

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な

か
ま

●
問
合
先　

人
権
男
女
共

同
参
画
課　

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　２月13日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　２月２日土、15日金、28日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　２月２日土、15日金・午後３時

〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２
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身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報

第
32
回
ふ
る
さ
と
遠
賀
川

親
子
凧
あ
げ
大
会

　

楽
し
く
凧た

こ

あ
げ
を
し
て
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
今

年
も
い
ろ
と
り
ど
り
の
創
作
凧
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
１
月
20
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
３
時
予
定

　
（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
場

所　
市
役
所
前
遠
賀
川

河
川
敷

●
内

容　
創
作
凧
コ
ン
テ
ス

ト（
市
販
の
凧
も
可
）

●
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

親
子
で
一
緒
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
１
月
24
日
木
・
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対

象　
１
歳
６
か
月
～
４

歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
物　
お
茶
、
運
動

の
で
き
る
服（
ジ
ー
ン
ズ
・
ボ

タ
ン
の
あ
る
服
は
不
可
）、
運

動
の
で
き
る
シ
ュ
ー
ズ（
大
人
・

子
ど
も
）、
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

第
２
回
中
間
市
室
内
ペ
タ
ン
ク

大
会
の
参
加
者
を
募
集

　

ペ
タ
ン
ク（
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
）

と
は
、
室
内
で
小
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
仲
間
を
誘

っ
て
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
２
月
10
日
日
・
午

前
９
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
中
間
市
在
住
の
人
、

中
間
市
に
在
勤
・
在
学
の
人
、
中

間
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
者

●
チ
ー
ム
編
成　

○
小
学
生
の
部
…
小
学
生
で
編
成

し
た
３
人
１
組
の
チ
ー
ム

※
大
人
が
代
表
者
と
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

○
一
般
の
部
…
中
学
生
以
上
の
３

人
１
組
の
チ
ー
ム

●
参
加
料　
１
、０
０
０
円

　
（
１
チ
ー
ム
）

●
申
込
締
切　
２
月
１
日
金

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
中
間
市
体
育
協
会

事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

労
働
力
調
査
に

ご
理
解
く
だ
さ
い

　

総
務
省
と
福
岡
県
が
行
う
労
働

力
調
査
が
、
２
月
か
ら
６
月
ま
で

小
田
ケ
浦
二
丁
目
地
区（
全
域
が
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）で
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
失

業
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、
調
査

票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
・
福
岡
県

１
月
22
日
は

遠
賀
川
流
域
宣
言
の
日

　

平
成
24
年
１
月
22
日
に
飯
塚
市

で
開
催
さ
れ
た
、「
第
３
回
Ｉ 

Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ

ト
」
で
、
遠
賀
川
流
域
全
22
市
町

村
長
、
福
岡
県
知
事
、
遠
賀
川
河

川
事
務
所
長
が
一
堂
に
会
し
、
協

力
し
て
河
川
浄
化
に
努
め
る
遠
賀

川
流
域
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
取
り
組

み
と
し
て
、毎
年
１
月
22
日
を
「
遠

賀
川
流
域
宣
言
の
日
」
と
定
め
、

流
域
一
体
と
な
り
、
水
質
改
善
、

環
境
保
全
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
の

日
を
き
っ
か
け
に
身
近
な
河
川
の

環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

行
動
し
て
み
た
り
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

解
雇
・
雇
止
め

集
中
相
談
会
を
開
催

　

解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
の
労
働

相
談
に
、
福
岡
県
北
九
州
労
働
者

支
援
事
務
所
職
員
な
ど
が
電
話
や

面
談
で
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
不

要
、
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時　
２
月
20
日
水
・
午

前
９
時
～
午
後
８
時

●
相
談
電
話
番
号

　
☎（
５
９
２
）３
５
１
６

※
相
談
内
容
に
よ
り
、
弁
護
士
の

助
言
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　
福
岡
県
北
九
州
労

働
者
支
援
事
務
所

　
☎（
５
９
２
）３
５
１
６

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

妊
娠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
不
妊
治

療
の
実
際
に
つ
い
て
、
一
緒
に
気

軽
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
１
月
30
日
水
・
午

後
２
時
～
４
時（
受
付
は
１
時

30
分
～
）

●
場

所　
福
岡
県
粕
屋
保
健

福
祉
事
務
所

　
（
粕
屋
町
戸
原
235
‐
７
）

●
対

象　
男
女
を
問
わ
ず
関

心
が
あ
る
人

●
内

容　
講
話
、
個
別
相
談

※
個
別
相
談
は
講
話
終
了
後
に
受
け

付
け
ま
す
。人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
テ
ー
マ
・
講
師　
「
妊
娠
と
は
？

不
妊
と
は
？
」
～
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

治
療
の
ス
テ
ッ
プ
～
・
加
來
久
美

さ
ん（
不
妊
症
看
護
認
定
看
護
師
）

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
１
月
16
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
粕
屋

保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
９
２（
９
３
９
）１
５
３
４

Ｊ
Ｒ
中
間
駅
西
改
札
口
の

営
業
時
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
Ｊ
Ｒ
中
間
駅
西
口（
裏
口
）の
改

札
口
は
、
こ
れ
ま
で
午
後
７
時
30

分
に
施
錠
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
は
、
東

口（
正
面
口
）と
同
じ
く
最
終
列
車

に
乗
車
す
る
み
な
さ
ん
が
利
用
で

き
る
時
間
ま
で
、
営
業
時
間
を
延

長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
西
口
方
面
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
設
備
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
ら
を
必
要
と
す
る
人
は
、
お

手
数
で
す
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
東

口（
正
面
口
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
Ｊ
Ｒ
中
間
駅

　
☎（
２
４
５
）０
０
４
１
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み
ん
な
de
恵
方
巻
き

丸
か
じ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

　

節
分
に
合
わ
せ
て
、
恵
方
巻
き

づ
く
り
教
室
と
恵
方
巻
き
丸
か
じ

り
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。
自

分
た
ち
で
恵
方
巻
き
を
作
り
、
み

ん
な
で
南
南
東
や
や
右
を
向
い

て
、
無
言
で
恵
方
巻
き
を
食
べ
き

り
、
福
を
呼
び
込
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

２
月
２
日
土
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上
・

15
人

※
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

先
着
順
で
す
。

●
料

金　
１
人
200
円（
食
材
費

と
し
て
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

三
角
巾
、

エ
プ
ロ
ン

●
講

師　
中
間
市
食
生
活
改

善
推
進
会

●
申
込
方
法　
１
月
28
日
月
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

か
ら
だ
を
使
っ
て
遊
ぼ
う

●
日

時　
１
月
21
日
月
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
は

９
時
30
分
～
）

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対

象　
１
歳
～
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
内

容　
親
子
で
で
き
る
タ

オ
ル
遊
び
ほ
か

●
講

師　
矢
幡
道
子
さ
ん

　
（
幼
児
体
育
指
導
員
）

●
定

員　
30
組（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

接
遇
講
習
会
を
開
催

●
日

時　
１
月
18
日
金
・
午

後
４
時
～
５
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
伝
え
た
い
こ
と
を

伝
え
る
た
め
に

●
参
加
料　
無
料

●
定

員　
70
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　
１
月
16
日
水
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
公
益
社
団
法
人

中
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）４
５
２
８

総
務
省
統
計
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

　

単
位
区
設
定
を
行
い
ま
す

　

平
成
25
年
２
月
１
日
を
設
定
期

日
と
し
て
、
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
単
位
区
設
定
を
行
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
10
月
１
日
に
実
施
す

る
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
調
査

区
域
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
正
確
な
調
査
を
実
施
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
調
査

で
す
。
福
岡
県
知
事
が
任
命
し
た

指
導
員
が
、
１
月
中
旬
か
ら
２
月

下
旬
ま
で
市
内
を
巡
回
し
、
調
査

区
域
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

　

標
語
を
募
集
し
ま
す

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
実
施

に
当
た
り
、
調
査
の
意
義
や
重
要

性
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

す
べ
て
の
人
の
理
解
と
協
力
の
も

と
、
調
査
が
正
確
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
入
選

作
品
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ

て
、
広
く
活
用
す
る
予
定
で
す
。

●
応
募
条
件　
だ
れ
で
も
応
募
で

き
ま
す（
総
務
省
職
員
は
除
く
）

●
応
募
点
数　
１
人
１
作
品

※
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法　
作
品
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業（
小
・
中
・
高
校
生
の
場

合
は
学
校
名
と
学
年
）を
記
入

の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

●
注
意
事
項

○
入
選
作
品
の
一
切
の
権
利
は
総

務
省
統
計
局
に
帰
属
し
ま
す

○
入
選
作
品
は
、
作
品
の
趣
旨
を

損
な
わ
な
い
範
囲
で
一
部
修
正

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

●
応
募
・
問
合
先　
総
務
省
統
計

局
国
勢
統
計
課

　
（
〒
162
‐
８
６
６
８
東
京
都
新

宿
区
若
松
町
19
‐
１
）

　
☎
０
３（
５
２
７
３
）１
０
０
５

○
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

jyutakuhyogo@
soum

u.go.jp

所
得
税
の
還
付
申
告
と

確
定
申
告

　

所
得
税
の
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー

　

納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
利
便
を

図
る
た
め
に
、
還
付
申
告
セ
ン
タ

ー
を
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
、
還
付
申
告
書
の
記
載

方
法
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
告
の
相
談
は
「
還

付
申
告
セ
ン
タ
ー
」
で
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
若
松
税
務
署
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
還
付
申
告
の
相
談
が
で
き
る
人

①
給
与
所
得
者
で
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
・
医
療
費
控
除
な

ど
の
還
付
を
受
け
る
人
や
平
成

24
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

②
年
金
所
得
者
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
人

な
ど

※
次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
遠
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
を
営
む
人

〇
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

〇
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

〇
贈
与
税
の
申
告
や
不
動
産
、
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

〇
原
稿
料
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が

あ
る
人

●
場

所　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
広
渡
23
‐
６
）

●
期

間　
１
月
22
日
火
～
25

日
金
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

※
25
日
は
午
後
２
時
ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
は

　

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
場

所　
若
松
港
湾
合
同
庁

舎（
若
松
区
本
町
一
丁
目
14
‐
12
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
期
間　
２
月
４
日
月
～
４

月
１
日
月

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
開
設

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月
24
日
日

と
３
月
３
日
日
は
次
の
会
場
で
申

告
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
会
場
…
ア
ジ
ア
太
平
洋
イ
ン
ポ

ー
ト
マ
ー
ト
ビ
ル
３
階（
小
倉

北
区
浅
野
三
丁
目
８
‐
１
）

○
受
付
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後

４
時

※
中
間
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は
、

例
年
ど
お
り
行
い
ま
す
。

●
問
合
先　
若
松
税
務
署

　
☎（
７
６
１
）２
５
３
６
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やすらぎ通りで、なかまブランドフェア
2012が開催されました。会場では、中
間のおいしいものとして特産品などを販
売しました。夕暮れには、「中間市民吹
奏楽団Ｓ、Ｏ、Ｂ」によるコンサートが
開催。クリスマスにちなんだ曲などが演
奏され、大勢の人が手拍子しながら魅
力的なハーモニーに聴き入っていまし
た。また、当日は希望が丘高校自動車科
の生徒が製作した、となりのトトロでお
なじみのネコバスも登場。その出来栄
えに見る人たちは驚嘆していました。

すてきなハーモニーがみんなを元気にしてくれた
12 月９日・なかまブランドフェア 2012

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

14広報なかま１月 10 日号

垣生公園で、池に落ちた６歳の男児を助けた中間中学
校１年生の西村勇貴さん（下大隈）と真鍋勝衣さん（下
大隈）に、松下俊男市長から感謝状が贈られました。11
月23日午後２時30分ごろ、公園内で遊んでいたところ、
「助けて」という男の子の声を聞き、西村さんが首まで
池に浸かっている男の子を引き上げ、真鍋さんが安全
な場所まで連れて行ったとのこと。２人は、「助けない
といけないと思い必死で助けました」と話しました。

池から６歳男児救出した中学生
12 月７日・西村勇貴さんと真鍋勝衣さんに感謝状

中間南中学校の全校生徒が作った俳句のうち10句が、
俳句の全国大会である、芭

ばしょうおう

蕉翁献詠俳句中学生の部で
特選と入選に選ばれ、選ばれた10人が中間市役所を訪
れました。１年生は英彦山ふれあい体験、２年生は職
場体験、３年生は修学旅行を題材に俳句を詠んだとの
こと。特選に選ばれた２年生の川上美沙樹さん（七重町）
は職場体験での保育園の体験を「遠雷や怖がる園児抱
きしめる」という句にしたためました。

感性を研ぎ澄まして詠みました
12 月 7 日・中間南中学校の生徒が表敬訪問

※写真右から西村さん、真鍋さん。
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まちのわだい

中央公民館で認知症出前講座が開催されました。生活
習慣に深く関わっている認知症は、早期に治療を受け
れば進行をゆるやかにすることができます。そのため、
だれもが認知症を正しく理解することが大切です。講
師の荒木志朗さん（福岡県認知症医療センター医療法
人光風会宗像病院精神科医師）は、「認知症はもの忘れ
ではなく、日常生活の機能障害。認知症を予防するた
めには身体の老化予防が大切です」と話しました。

認知症を予防しよう
12 月 12 日・認知症出前講座

15

３Ｂ体操が、子育て支援センターで行われ、この日は
約20組の親子が参加しました。３Ｂ体操とは、ボール・
ベル・ベルダーの３種類の道具を使い、リズムに合わ
せて運動する健康体操のこと。最初はきょとんとまわ
りを見回していた子どもたちも、軽快な音楽に合わせ
て楽しそうに運動する先生につられて、自然と身体を
動かし始め、最後は笑顔でぴょんぴょん飛び跳ねてい
ました。

リズムに合わせて
12 月４日・健康体操（３Ｂ体操）教室を開催

久保恒男さん（朝霧二丁目）が、平成 24年度高齢者福
祉功労者に対する県知事表彰を受賞しました。久保さ
んは高齢者向けのパソコン教室の講師を務めるなど、
地域の老人クラブの会長や、中間市老人クラブ連合会
の理事として積極的に活動し、長年にわたり高齢者福
祉の向上に貢献しました。今回その功績が評価され県
知事表彰を受賞。11月 22日に市役所を訪れ、松下俊
男市長に受賞の報告を行いました。

高齢者福祉の向上に尽力
久保恒男さんが県知事表彰を受賞

Nakama City Public Relations

中央公民館で、心にしみるハーモニカコンサートが開
かれました。奏者は、小学生のころからハーモニカを
始め、10年ほど前から世界各地で演奏活動をしている
西川義夫さん。西川さんは最も多いときは１曲に４本
のハーモニカを使用し、どこか懐かしい音色を響かせ
ました。参加した人びとは、「たきび」や「ふるさと」な
どよく知られている曲をハーモニカの音色に合わせて
合唱し、午後のひとときを楽しんでいるようでした。

懐かしい音色に童心がよみがえる
12 月 13 日・心にしみるハーモニカコンサート
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だ
れ
で
も
楽
し
め
る

書
学
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
日

程　
毎
月
水
曜
日
に
３
回
開
催

●
時

間　
午
後
１
時
～
３
時

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
内

容

○
２
月
…
慶
弔
書

○
３
月
…
簡
単
な
雅
印
作
り

○
４
月
…
短
冊
に
書
く

○
５
月
…
色
紙
に
書
く

○
６
月
…
桐
箱
作
り

○
７
月
…
総
合
、
反
省
会

●
対

象　
全
回
参
加
で
き
る
人

●
定

員　
20
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　
１
か
月
２
、０
０
０
円
＋

材
料
費
500
円
程
度

●
申
込
締
切　
１
月
20
日
日

●
申
込
・
問
合
先　
岡
部
黄
華
携
帯

　
☎
０
９
０（
９
５
８
２
）６
０
６
２

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　総務課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

２年連続の全国大会出場
　中間市在住の８人が所属する北筑高等学校吹奏楽部が、11月
18日に大阪城ホールで開催された全日本マーチングコンテストに
出場しました。全国から25校が出場した同大会で、２年連続と
なる銀賞を見事手にしました。演奏を披露し終えた後は持てる力
をすべて出し切った様子で、みんな笑顔を浮かべていたそうです。
12月８日に中間市体育文化センターで開催した全国大会出場記
念演奏会には、たくさんの人が会場に足を運びました。

前列左から原田麻央さん、湯浅ちひろさん、立坂鞠奈さん、島崎菜光希さん
後列左から伊藤碧さん、宇都宮信平さん、伊藤飛鳥さん、丸山千尋さん

16広報なかま１月 10 日号

　いつも元気な深愛ちゃん。パパと
のお風呂をいつも楽しみにしてます。
すくすく元気に育ってね。大好きだよ。

H23.10.14 生
（土手ノ内二丁目）

奈
な ぎ の

木野 深
み あ い

愛ちゃん

　とっても活発な女の子。ふれあ
の笑顔で毎日幸せをもらってます。
元気で優しい女の子に育ってね。

H23. ８.29 生
（通谷二丁目）

中
なかおか

岡 風
ふ れ あ

玲愛ちゃん
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野
球
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
の
ボ
ー
ル
を
握
り
な
が
ら
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
と
、
き
れ
い
な
仕
上
が
り
に
な
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

図
書
館
を
出
で
て
一
歩
の
暮
早
し

　
　
　
土
手
ノ
内
二
丁
目	

小
　
田
　
敏
　
子

凩
の
先
ぶ
れ
の
雲
走
り
け
り

　
　
　
太
賀
三
丁
目	

真
　
崎
　
捷
　
子

鰯
雲
一
日
を
よ
く
歩
き
し
よ

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

秋
夕
焼
記
憶
の
薄
れ
行
く
友
と

　
　
　
上
底
井
野	

島
　
津
　
貞
　
子

や
は
ら
か
き
母
の
手
揉
み
の
吊
し
柿

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

池
　
田
　
　
　
馨

末
永 

あ
つ
し 

選

俳 

句

縁
側
に
小
春
日
和
が
誘
い
出
す

　
　
　
弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

目
ざ
め
か
ら
う
つ
つ
の
刻
が
至
福
で
す

　
　
　
小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

武
　
田
　
睦
代

孫
抱
い
て
寝
息
安
ら
ぐ
じ
じ
と
ば
ば

　
　
　
中
間
三
丁
目	

花
　
川
　
民
　
子

餅
ま
き
に
手
と
手
が
泳
ぎ
奪
い
合
う

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

大
　
住
　
久
　
子

ボ
タ
山
の
高
さ
は
過
去
の
夢
の
跡

　
　
　
中
央
三
丁
目	

桑
　
原
　
康
　
博

吉
富 

廣 

選

川 
柳

毎ま

い

せ

き夕
の
散
歩
に
ゆ
き
か
う
嫗
い
て
秋
立
つ
頃
よ
り
姿
の
み
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

実
を
付
け
ず
深
紅
に
染
ま
り
し
柿
の
葉
は
日
毎
に
落
ち
て
立
冬
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

書
に
絵
画
・
手
芸
と
そ
し
て
踊
り
あ
り
努
力
実
り
て
芸
術
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

柴
　
田
　
キ
ヌ
子

霜そ

う

こ

う降
の
ニ
ュ
ー
ス
に
想
う
幼
き
日
裸
足
で
通
う
は
る
け
き
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子

憂
う
こ
と
多
き
日
友
よ
り
贈
ら
れ
し
水
戸
な
る
里
の
百
年
梅
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶新年あけましておめでとうございます。みなさん初夢は見ましたか？よく
「一富士二鷹三茄子」を初夢に見ると縁起が良いことで知られています。「富

士」は日本一の山、「鷹」は威厳のある百鳥の王、「茄子」は「生す」「成す」
で物事の生成発展するさまを言い表しているそうです。この編集後記を書
いているのは12月21日。私たちはいったいどんな初夢を見るのやら…。今
年も広報なかまともどもどうぞよろしくお願いいたします。（健・謙・悠）

編集後記

中
間
市
謡
曲
連
盟

謡
曲・仕
舞・狂
言
の「
春
の
会
」

　

各
流
合
同（
観
世
流
、
喜
多
流
、
宝

生
流
、
大
蔵
流
）の

発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
の
研
鑚
を

十
分
に
発
揮
す
る
覚

悟
で
、
会
員
一
同
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日

時　
２
月
10
日
日
・
午
前
10

時
～
午
後
４
時

●
場

所　
池
田
公
民
館

●
問
合
先　
中
間
市
謡
曲
連
盟
理
事

長
・
勝
原
宅

　
☎（
２
４
５
）１
５
３
１

お世話になったみなさんへ
　12月５日、北九州高等学園の生徒が、作業学習で製作
した作品を寄贈しました。今回寄贈を受けた干支の置物、
リモコンスタンド、サービス盆、紅白のシクラメン、クッ
ションポプリは、夏ごろから全学年で製作に取り組んでき
たもの。日ごろお世話になっている地域のみなさんへのお
礼を込めて、中間市だけでなく駅などにも寄贈したそうで
す。生徒たちは「がんばって作った作品を多くのみなさん
に見てほしいです」と話しました。

シクラメンは市役所受付に飾っていますのでご覧ください。

17 Nakama City Public Relations

平成23年の初日の出の様子。少し前になりますが、遠
賀川を挟み、市役所の対岸から市役所に向かって撮影し
ました。元日はたいへん寒く、寒さに震えながら市役
所の背後から上る朝日を、今か今かと待っていました。
みなさん今年の初日の出は見れましたか？

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ24 〜 105㎜　1/500秒　F8　ISO400
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１
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■

編
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広
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広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー
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ペ

ー
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http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー
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ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
25

年
１

月
10

日
号

No.930

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

20円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

御座ノ瀬山と長池（現在の底井野小学校）

有
料
広
告
欄大好評受付中大好評受付中大好評受付中 場所は先着順となります

良い場所は
お早めに

家族墓地として・夫婦墓・個人墓としてご提案いたします。

「やすらぎ」堂々完成屋外納骨堂

この様な方にお勧めします。
◇ご自分の安住の場所を生前中に確保しておかれたい方
◇お子様、跡継ぎが無く、継承が心配な方
◇遠い所にお墓をお持ちで改葬または分骨されたい方
◇家にお骨があり、納めるところをお探しの方

永代使用料・永代管理料含む
永代管理料込みで
今後、一切の費用がかかりません。

一基

49.3（税込）

万円より
宗旨・宗派問わず

【受付時間】午前９時～午後５時　水曜日定休

●お申込み・お問い合わせは、中間霊園管理事務所まで

※当日、お申込みされる場合は、申込金１万円と印鑑をご持参ください。

0120-659-117
敬う
心、愛す

る心、やすらぎの霊園

中間霊園
宗教法人 福泉寺

ご先祖様とのふれあいの場

其
の
十

「
底
井
野
の
黒
田
藩
主
御
茶
屋
跡
」

　

江
戸
時
代
、
底
井
野
に
福
岡
藩
初

代
藩
主
黒
田
長
政
の
遊
猟
場
が
設
置
さ

れ
、
寛
永
15
年（
１
６
３
８
年
）、
２
代

藩
主
忠
之
の
と
き
に
別
荘
を
建
設
、
慶

安
2
年（
１
６
４
９
年
）、
３
代
藩
主
光

之
の
と
き
に
御
殿
が
建
造
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
こ
れ
を
藩
主
の
別
館
、「
底

井
野
の
御
茶
屋
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
の
底
井
野
の
御
茶
屋
は
、
牡ぼ

た
ん丹
・

芍し
ゃ
く
や
く薬
・
菊
な
ど
の
四
季
折
々
の
花
や
樹

木
を
植
え
て
、
池
に
は
白
鳥
や
鴛お

し
ど
り鴦
を

放
し
、
素
晴
ら
し
い
景
観
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
底
井
野
の
御
茶
屋
は
３
代
藩
主
光
之

の
と
き
に
最
も
拡
充
さ
れ
、
寛
文
12
年

（
１
６
７
２
年
）に
は
小
倉
藩
藩
主
小
笠

原
忠
雄
を
こ
の
底
井
野
で
も
て
な
し
た

そ
う
で
す
。

　
光
之
の
晩
年
に
な
る
と
福
岡
藩
の
財

政
は
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
、
底
井
野
の
御
茶
屋
も
縮

小
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
縮
小

後
も
歴
代
藩
主
の
遊
猟
の
場
と
し
て
底

井
野
の
御
茶
屋
は
使
用
さ
れ
続
け
ま
す
。

　
寛
政
8
年（
１
７
９
６
年
）に
な
る
と

底
井
野
の
御
茶
屋
は
廃
止
に
な
り
ま

す
。
建
物
は
玄
関
・
御
用
勤
所
・
内
証

玄
関
を
残
し
て
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の
材

木
の
多
く
は
飯
塚
宿
御
茶
屋
建
替
え
用

材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
御
茶
屋
が
あ

っ
た
場
所
に
底
井
野
小
学
校
が
建
設
さ

れ
、
池
な
ど
も
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た

が
、
藩
主
が
月
見
を
し
た
と
い
う
御ご

ざ座

ノの

せ瀬
山
は
現
在
も
当
時
の
姿
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課


